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鹿児島県における地域活性化と
信用金庫・信用組合の役割について
鹿児島国際大学経済学部　
非常勤講師　韓
ハン
　尚
サン
均
ギュン
司会：では，報告の後半に入ります。３番目の報告は，鹿児島国際大学の非常勤講師，韓
先生のご報告をお願いいたします。テーマは「鹿児島県における地域活性化と信用金庫・
信用組合の役割について」です。よろしくお願いいたします。
韓：皆様，よろしくお願いいたします。本日は，「鹿児島県における地域活性化と信用金
庫・信用組合の役割について」というテーマで報告をさせていただきます。この報告は，
パワーポイントで発表させていただきます。
　発表の前に，私の自己紹介を簡単にさせていただきます。私は出身が韓国で，今から
１８年前に，韓国から日本に来ました。鹿児島には，約１２年間，生活をしながら，２年前ま
で，鹿児島国際大学の地域総合研究所で約２年間，客員研究員として働きました。そのと
きの研究として，今の鹿児島県における地域活性化，信用組合と信用金庫の関係について
研究をしました。今日はそういう関係で報告をさせていただきます。
報告③
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　まず始めに，鹿児島県では，皆さんもご存じのように，農業が非常に発達しておりま
す。それから観光，農業という関係で畜産，特に牛と豚肉が非常に有名です。そういうこ
とを活かして，地域活性化ができる，それがまず出発点です。そのときに，もちろん資金
がないと困りますので，その資金を援助するシステムとして，信用金庫，信用組合を通し
て地域活性化を考えていく。それが大要です。信用金庫，信用組合の存在の理由ですが，
ひと言で説明させていただくなら，今の地域経済の疲弊というのは，ある意味で資本主義
経済の構造的問題として捉えることができると思います。そこで，資本主義経済的な考え
である利益中心的な考えを使って地域活性化をしていこうというのは少しおかしいのでは
ないか。そこで，それとは反対の考え方である協力的な姿勢で接近してみようと考え，そ
れに当たるのが信用金庫と信用組合であります。ですから，現在の地域経済を考えるうえ
で，信用金庫と信用組合の存在は非常に大きいということでございます。
　そうすると，今，全体の概要を説明しているところですが，今後の信用金庫，信用組合
の方向性として，どういうことをすればいいか。まず，今現在，信用金庫，信用組合が
置かれている状況が，周辺の金融機関との関係で，非常に競争関係が強くなりつつありま
す。特に似たような規模同士でそういう傾向がありますが，信用金庫も規模が大きい場合
は，地方銀行に匹敵する場合がありますので，そういったときに，金融機関同士の競争関
係をどういうふうに克服するのか，そこが非常に心配されています。しかし，これからの
方向性としては，信用金庫と信用組合の本来の色をさらに強調することが非常に重要だと
考えております。ここに書いておりますが，選択と集中という言葉です。のちほどまた，
資料を皆さんに紹介しますが，選択と集中というひとつのキーワードです。それから，先
ほど申しましたように，他の金融機関との競争という面からすると，信用金庫，信用組合
の本来の位置が，民間金融機関とは特化した分野が異なりますので，信用金庫，信用組合
の本来の色をはっきりと強調することが重要だと考えています。
　私の報告の，全体の目次です。３章で構成されておりますが，１章は，協同組織金融機
関としての信用金庫と信用組合，２章は鹿児島県の地域的特性と信用金庫，信用組合の活
動，３章は農業関連融資と地域活性化のための信用金庫，信用組合の役割です。この３章
が，本日の発表のポイントになると思います。
　まず，１章の内容を説明させていただきます。まず歴史，それから各信用金庫，信用組
合の現代の状況を見ていきたいと思います。それから，地域活性化の提言ということで，
簡単に説明させていただきます。資料の１０７ページから１１２ページをご覧ください。まず歴
史として，１８９２年，静岡にあります掛川信用組合，現在は掛川信用金庫になっておりま
すが，これが最初の信用組合です。その後，１９００年，明治３３年に，産業組合法というも
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のが制定されましたが，この産業組合法というものは当時，農業中心になっておりまし
て，会員以外の預金は禁止となっておりましたので，農民以外の方から，非常に不満が出
ていました。それで，この問題を解決するために，１７年後，産業組合法を改正しました。
産業組合法の中に，市街地信用組合制度というものを入れることになりました。農民中心
であり，会員以外の預金は受けないということを解決するために，市街地信用組合制度と
いうものを入れたわけです。１９４３年には，市街地信用組合法というものを新たに制定し
ました。それまでは産業組合法の中に市街地信用組合制度を入れてあったのですが，それ
を外に出し，分けたということです。
　その後については，資料の中の表１，下のほうをご覧ください。１９４９年に中小企業等
協同組合法というものを制定しています。信用組合と信用金庫の歴史は，複雑に絡み合っ
たものがあり，はっきりとつかめないものがあります。１９５１年をご覧ください。この年，
信用金庫法を制定することになりました。信用金庫法は，金融機関としての機能を拡大
しようとする組合を念頭に，中企法（中小企業等協同組合法の略）というものから分離し
て，信用金庫法において信用金庫制度を創設する，そのときに，多くの信用組合が，信用
金庫に転換し，その後，現在に至るということです。ですから，以前は信用組合しかなか
ったものが，１９５１年を機に信用金庫ができたということが，歴史からわかります。
　次に，表２です。これは信用組合と信用金庫，それから銀行との違いなどを比較したも
のです。まず信用組合と信用金庫の違いです。一見，あまり変わらないように見えます
が，細かいところで違いがあります。信用組合は，組合員というのが出資者の名称です。
信用金庫は，会員となっています。それから出資者の資格ということで，組合のほうは個
人及び従業員３００人以下，または資本金３億円以下の法人となっております。信用金庫の
ほうは，個人および，従業員３００人以下は同じですが，資本金は９億円以下の法人となっ
ております。ですから，信用組合より信用金庫のほうが，少し銀行に近い，規模としても
信用金庫が上だと言えるかと思います。ポイントとしては，銀行は株式会社ですが，信用
組合と信用金庫は，協同組織，非営利法人という，基本的には利益を優先しないという面
から，地域活性化に向いているということが言えると思います。
　次です。近年，信用組合と信用金庫の合併が非常に多くありますが，これを見ていきた
いと思います。１９９８年，全国の信用金庫の数は３９６でした。これが１０年間で，１００以上減
りました。色々な理由で，１００以上の信用金庫がなくなりました。その後に，信用組合の
数を見ますと，同じ年で３２２で，信用金庫のさらに半分以上減りました。図２を確認して
ください。１９９８年に３９６個あった信用金庫が２００７年には２８１になりました。１９９８年以前は
それほど減っていません。減ったとしても７年間で５０くらいです。１９９８年から２００７年の
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あいだに急激に減ったことがわかります。この中で，２００３年に，１年間で２０の信用金庫
が減りましたが，その減少理由が合併によるものだということがわかります。次に信用組
合についてです。こちらも，この１０年間で２００３年に一番，急激に数が減ったということ
がわかります。
　次に信用組合と信用金庫の現状です。２００８年３月に，日本全国で預貯金の残高が９９６兆
円，その額のうち大手銀行が３３％，地方銀行が２０％を占めています。信用組合と信用金
庫は，合わせて１３％ということがわかります。第二地方銀行よりは信用金庫がもっと上
で，決して金融機関としては規模としても小さくはないということがわかります。ポイン
トとして，信用組合と信用金庫が合わせて１３％という割合ですが，大手銀行と地方銀行が
貸し出している対象と，信用組合と信用金庫が貸し出している対象とが非常に違うため，
庶民たちの貸し出しのもとが信用組合と信用金庫になっているということが，ひとつのポ
イントとして申し上げることができます。
　次に１章の２番目です。ここでは，鹿児島県の各信用組合と信用金庫のことを現状とし
ての規模を中心に細かく書きました。私の論文には書きましたが，この発表の資料には書
いてありませんので，省かせていただきます。表３は，鹿児島県の各信用組合と信用金庫
の２０１０年３月末におけるデータです。こちらは，奄美大島信用金庫が１４店舗，それから
奄美信用組合が１４店舗ですが，奄美大島には大手銀行が非常に少ないということで，ほ
とんどの人が信用組合と信用金庫からお金のやり取りをしているということが言えると思
います。次に，１章の最後のところで，地域活性化の提言ということで説明をさせていた
だきます。地域活性化というのは，住民一人ひとりが豊かになり，それによって需要が拡
大し，地元の雇用などが増えていくということが地域活性化だと考えます。なので，地域
住民の一人ひとりに視点を合わせていくことが必要だと思います。関係を中止するリレー
ションシップバンキングというものがポイントとして言えると思います。
　次に２章です。資料として，平成１９（２００７）年度４月の金融庁の報告書の中で，１０８ペー
ジ図３からの地域の情報集積を活用した持続可能は地域経済への貢献という項目を，あと
で見ていただきたいと思います。小規模の事業者を対象にする地域密着型金融がこれから
重要になるということがはっきりと明記されておりますので，これを見ても，日本の政府
が地域密着型金融に興味を持ってそれを強調しているということが言えると思います。そ
れから，先ほども申し上げた，選択と集中というキーワード，それから信用組合と信用金
庫の役割に非常に期待をしているということも書いてあります。
　それでは，鹿児島の産業としての特徴を今から説明します。第一次産業として，農業の
割合が非常に高いと言えます。全国の平均構成を見ても，約３倍に当たります。ですか
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ら，鹿児島は農業を中心とする産業構造を持っていると言えます。第一次産業が３倍のウ
エイトを占める，その一方で，第二次産業は，製造業の全国平均の６割と，少し低いと言
えます。それが特徴です。それから，鹿児島ブランドということで，色々な特産品が紹介
されていますが，その関係で，食品製造業の割合が高いということがわかると思います。
それに関連して，雇用についても，全製造業の中で４０％を超えるのが農業関連の食品，
あるいは一般の食品であることがわかります。
　それから，私は鹿児島県を７つの地域に分けて，分けられた地域の，どこにどんな特産
品があるか，どんな特徴があるかを電子地図を使って勉強したことがあります。簡単に説
明しますと，真ん中のエリアが一番多くの人が住んでいるエリアです。その他，離島の大
島エリアなど，色々なエリアがあり，それぞれ特徴があります。それを企業も含めて紹介
し，将来性のある企業９７社を選んで，資本金別，地域別に分けて電子地図に載せてあり
ます。
　それから，地域活性化のための，信用組合と信用金庫の活動を見てみます。まず，鹿児
島信用金庫の例を見ますと農業関連融資が約１％です。全国で一番，農業関連融資が高い
ところが，同じ鹿児島の鹿児島銀行です。これが１.９％で，１％は決して少なくはありま
せん。またひとつの事例として，新聞記事ですが，鹿児島の農業をビジネスマッチングし
て，それを共同で開発するということが出ております。また，ホームページなどでそうい
った活動を見てみますと，信用組合と信用金庫ではやはり農業関連融資に力を入れている
ということがわかります。
　３章ですが，ある意味で私の結論というか，まとめになります。１番のリレーションシ
ップバンキングは，細かいのでここに入っておりません。２番は，信用組合，信用金庫以
外の金融期間のケースなので，たとえば鹿児島銀行のケースと，ＪＡバンクのケースを論
文では紹介しましたが，これは省略させていただきます。３番にいきます。農業全体の関
連としては，ＪＡバンクが，全国で４２％になっております。それから，農信連という関
係で１７％，その他で，信用組合と信用金庫が抱えているのは２６％で，まだまだＪＡバン
クを中心とした金融機関のほうが農業関連では非常に高い，多くを占めているということ
が言えると思います。
　最後になりますが，鹿児島相互信用金庫で今行っている活動を中心に，事例としてご紹
介いたします。農業関連融資では色々あり，たとえばそうしんアグリＳ（エス）ローンと
いうものがあります。これはローンの名前です。色々ありますが，省略させていただきま
す。ビジネスマッチングの例として，私の出身国である韓国関連の新聞記事があります。
それに関連して私も紹介してみたいと思います。南日本新聞によれば，最近韓国では，日
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本食のブームが起きているといいます。私も韓国人として，国に戻ると，１０年前とは比べ
ものにならないくらい，日本食が受けています。きれいに食べられる，一人で完食できる
日本食が若い人に非常に受けていますので，これから日本食は韓国にもっと広がると考え
られます。それに関連して，鹿児島は優秀な農業，水産の県ですから，これから鹿児島か
ら韓国に，輸出がどんどん増えるのではないかと思います。その関係で，鹿児島相互信用
金庫からの挑戦は，非常にいいということで受けております。それから，信用組合と信用
金庫同士で協力して，地域活性化を目指し，色々と融資を開発したり，相談したりという
ことが非常に活発になっております。
　結論を説明いたします。先ほど，ＧＩＳ（地理情報システム）という電子地図を研究した
ことを挙げましたが，その関連から得た結論から説明いたします。先行研究として，岩
佐（イワサ）先生の２００８年の論文では，まず主要行や上位の業態が「規模の経済性」や
「範囲の経済性」を活かして，価格競争に打って出る場合，それを懸念して，どうするか
ということでした。そこで，むしろ信用金庫，信用組合では，それに対抗するものではな
く，信用組合，信用金庫の独自の色を使っていけば問題はないということで，むしろそち
らのほうが，競争に対する戦略になるということが研究結果としてありました。それか
ら，営業地盤のことにつきましては，堀江（ホリエ）先生が２００８年に論文として書かれ
ていますが，これも，非常に貸出先の地域分布が重要であるということです。地理的な情
報を用いて，狭く限定した地域を対象に計量的分析を行い，それによって地域金融機関の
貸し出しの戦略においてプラス的効果が得られるということです。店舗配置ですとか，ど
こになにがあるか，先ほど７つの地域に分けましたが，その地域にどういう特長がある
か，どのくらいの人口があるか，これは金融機関の貸し出しと密接な関係があるというこ
とで，非常に大切な問題です。最後に言わせていただくのは，地域内に，どれくらい多く
の貸出先を確保できるかが非常に大切で，そのためには，マイクロファイナンス，少額で
もたくさんの人に貸し出しをして，金利を低くして，できればたくさんの人に，少しでも
お金を貸すというのが大事であると思います。それから，農業関連で融資ということに力
を入れることで，地域活性化をしていくことが，信用組合，信用金庫の役割であるという
のが結論です。また，利益中心の企業としては，あまりしようとしない各個人個人でする
コミュニティ・ビジネスを中心に支援するビジネスがこれから非常に将来性があるという
ことで，そこにお金を貸すということは信用組合と信用金庫の地域活性化のためのひとつ
の役割ではないかというのが，私の結論です。以上で報告を終わります。ご静聴ありがと
うございました。
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【報告③　レジメ】
目　次
第１章　協同組織金融機関としての信用金庫と信用組合
　　　１．はじめに
　　　２．信用組合・信用金庫の歴史
　　　３．鹿児島県の信用金庫と信用組合　
　　　４．地域活性化の提言
　　　５．まとめ
第２章　鹿児島県の地域的特性と信金・信組の活動
　　　１．はじめに
　　　２．鹿児島県の地域的特性
　　　３．地域活性化のための信金・信組の活動
　　　４．まとめ
第３章　農業関連融資と地域活性化のための信金・信組の役割
　　　１．はじめに
　　　２．中小企業金融融資とリレーションシップバンキング
　　　３．農業関連融資と地域活性化（信金・信組以外の金融機関のケース）
　　　４．鹿児島県の信金・信組の農業関連融資
　　　５．信金・信組の地域活性化ための役割
　　　６．まとめ
要　旨
　グローバリゼーションのもとで，地域経済の疲弊は広がりつつあり，これからの地域経
済の行方はどうなるのかが懸念されている。資本主義経済の発展段階をみると，農業経済
から工業経済へ，そしてその工業化による大量生産・大量消費の時代から，需要が低迷し
ていき，少量生産・少量消費時代へというプロセスになっていく。そのような観点からす
れば，現在の資本主義経済の発展段階においては，地域経済が疎外されていると言える。
　こうして，今の地域経済の疲弊を，資本主義経済の構造的問題として捉えることができ
る。したがって，地域経済を疲弊から回復させる際には，資本主義経済の根幹である，
競争的，個人的，利益優先的といった市場経済的（市場原則）な姿勢で取り組むのではな
く，協同的，人間的，相互依存的といった非市場経済的な姿勢で取り組むべきである。資
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本主義経済の競争原理から協力原理へと変わるべき時期になっている。
　鹿児島県では，農業，畜産業，観光を中心とする地元産業を活かして地域活性化を図る
ことができると思われる。そのためには，地元産業を資金面で支援するシステムが必要で
あろう。そこで信用金庫・信用組合を通しての地域活性化について考えて見ようというの
が本研究の目的である。
　地域活性化を言うときに，まず，その地域を資金面で支援（助け）するということを優
先的に考えておかないといけないであろう。したがって，それについてまず考えて見た
い。資金が必要なところに資金を貸してくれるところがないと困るのであり，特に中小零
細企業や庶民からすれば，近年ますますその必要性は増えつつある。
　信用金庫・信用組合は，その特性上，地域密着型金融機関として地域活性化を図る性格
を持っており，そうしたことからすれば，信用金庫・信用組合の推移を観察することはあ
る意味で地域活性化の動態を把握することに繋がると思われる。
　地域活性化というのは，その地域に大手企業（大型スーパ等）や大型リゾート施設を立
地させるだけでは地域活性化に繋がらないと思う。問題の核心は，地域住民一人ひとりが
豊かになり，それによって消費需要が増え，また地元の雇用などが増えていくことであろ
う。そのためには，視野を細めて地域住民の一人ひとりに視点を合わせていくことが必要
ではなかろうか。そして，その際に，利益を中心とする考え方から少し離れる姿勢で接近
する必要があると思われる。いわゆる，関係（リレーションシップ）を重視する姿勢で接
近していくことが必要であると思うのである。
　しかしながら，近年，信用金庫（以下，信金）・信用組合（以下，信組）のビジネスモ
デルと他業態のそれとの競合や重複などによる問題が増加する傾向があり，それによって
一層の経営の圧迫が予想される。そうした中で，今後，信金・信組が，どのようにして信
金・信組の強みを活かしながら生き残ることができるのか，特に，農業に強みを持つ鹿児
島県を営業地区とする鹿児島県の信金・信組では貸出をするときに，農協（JAバンク）
や地方銀行などと競争し生き残れるのかどうか，などに注目し考えてみる。そのために
は，まず，鹿児島県における信金・信組以外の金融機関のなかで，伝統的に農業関連融資
に強いと言われているJAバンクと全国で地方銀行として農業関連融資に先駆的な存在と
して知られている鹿児島銀行を挙げて，農業関連貸出について概観してみる。そのあと，
鹿児島県の信金・信組のなかで，鹿児島相互信用金庫を中心に農業関連貸出を通じての地
域活性化の様子をみる。
　本研究の構成としては，第１章「協同組織金融機関としての信用金庫と信用組合」で
は，日本の信用金庫と信用組合の歴史や現況について概略的に調べた後，鹿児島県の信
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金・信組の現状についてみる。第２章「鹿児島県の地域的特性と信金・信組の活動」で
は，鹿児島県の地域的特性と，鹿児島県の地域活性化を行うための信用金庫・信用組合の
活動についてみる。最後に，第３章「農業関連融資と地域活性化のための信金・信組の役
割」では，１．信金・信組の地域活性化の基本的な姿勢ともいうべきリレーションシップ
バンキングについて概観したあと，２．鹿児島県の地域的特色である農業関連産業への融
資と地域活性化について，まず，信金・信組以外の金融機関のケースをみて，３．鹿児島
県の信金・信組における農業関連融資と地域活性化についての様子を観察する。そして，
今後の地域活性化のための信金・信組の役割については，信金・信組の貸出行動や方法な
どを中心に考え，農業関連融資や個人向けの貸出（少額融資）などの貸出先を出来るだけ
多く確保することが，信金と信組の本来の姿になるとともに，地域活性化につながると，
結論付けた。
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